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跏 夏用 ズ ボ ン 素材 の 布物性 と官能評価 との 関係

TENG 　Jie
， 嶋根　歌子

　　 和洋女子大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　約

本論文 の 目的は、夏用ズボ ン 素材 と して 、布 の 物性値 と官能評価と の 関係 を明 らか にす る こ とで ある。

官能検査 として 、シ ェ フ ェ の
一

対比較を用い た 。各資料の力学的特性及び表面特性 は KES 試験器で 測

定 した。被験者は 20 歳の 女子大学生 31名 と 40 歳か ら 80歳まで の 中高年女性 31名で あっ た。

　分散分析の結果か ら、快適 な手触 りとして最 も好 まれ た の は、皮膚に対する
“
滑 りやす さ

”
や

“
柔

らか さ
”

を持っ 綿で あ っ た 、 綿は 、 若者 、 中高年者ともに好 まれ た。しか し、中高年者 の 手触 り感覚

の 判断は加齢に よっ て 低下 し、か つ 、個人間の 評価に大 きな差 が生 じる こ とがわか っ た。官能検査 と

素材 の 物性値 との 相関関係か ら、総合評価は圧縮仕事量 （WC） と正 の 相 関 、 平均摩擦係数 （MIU） と負

の 相関が認 め られ た。
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込皿 2　着衣量 と環境温
一
調査 に よ る着衣量 と温熱指標に よる着衣量の 比較

一

丸田　 直美 ， 田村 　照子

　　　 文化女子 大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　約

　現代人は さまざまな環境に応 じて 自由に衣服を変化 させ る こ とによ っ て 環境適応を行 っ て い るが 、

多種多様 な衣服 の 存在や個人差などか ら、環壌 と着衣 と の 関係に 関す る実態は 把握され て い な い e 我 々

は 2001年 6 月か ら 2002 年 5 月まで の
一

年間約 10 日間隔で、デジ タル カ メ ラを用 い た 定点観測法に よ

っ て新宿駅近 くの 道 を歩い て い る人 々 の 着装を調査 し、延 べ 1 万人余 りの 人 々 の 最外衣 の 衣服着用率

を調 べ た。本研究に お い て は こ の調査 結果をもとに 、 歩行者 の 着衣量 （clo 値 ）を 2 つ の デー
タベ ー

ス

を用い て 予測 し、環境 との 関係を評価す ると共 に 、こ の調査に よっ て 得られ た cl ・ 値 と温熱 指標 （PMV ，

SET＊，　 Umbach
’

sequation ）か ら導か れた快適域 の clo 値 との 比較を試みた ，

　着衣量 の 予測 に用 い た デー
タベ ース の 1 つ は単品衣服の clo 値で あ る 。 これに は 、発汗サーマ ル マ

ネ キ ン （TAM）で 測定 し た 日本人 女子 の 28 種 の 衣 服 の clo 値 と ISO9920 に 示 され て い る単 品衣服 の c1 【）

値 を使用 した e 他 の
一

つ は 、外衣 と そ の 内側 に普段 着用 す る 衣服 の 種類や 着衣枚数 と の 関係 で あ る。

こ れ は 、特定 の 上衣外衣服の 内側及 び下衣 に組 み合 わせ る衣服 につ い て の 別途ア ン ケ
ー

ト調査 の 結果

よ り決定 した 。こ れ ら二 つ の データベ ース を もとに、前述 の 定点観測調査 におけ る歩行者 の 着衣 量 （c1 ・

値）を予測 した 。

　そ の 結果、予測 clo 値 に は か な りの バ ラ ツ キが み られ た もの の 、 平均 c ！o 値 は季節 変化 を示 し、調

査 日の 環境温 と有意な相関を示 した。また、温熱指標に お け る clo 値 と比較 した結果 、 25℃ 以下 の 環

境にお い ては 2Metで 0．1〜1．　Om／s の快適域 とよ く
一

致し た。し か し、25℃ 以上 の 暑熱環境に お い て は 、

調査 による C ユ0 値の 方が 温熱指標におけ る快適域の CIO 値 よ り も高くな り、日本社会に お け る着装上

の 社会 的規範 が 影響 して い る と考え られ た 。
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